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お
茶
席
石
川
県
支
部
支
部
長

中
村
　
太
郎

一
月
二
十
五
日
に
同
門
会
石
川
県
支
部
の
初
金
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
憎
当
地
に
は

前
週
か
ら
大
型
の
寒
波
が
到
来
し
、
た
い
へ
ん
な
寒
さ
と
大
雪
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
関
係
の
皆
様
総
出
で
ご
準
備
を
い
た
だ
き
、
ほ
ぼ
予
定
の
参
加
者
に
も
お
越
し
い
た

だ
き
、
恙
な
く
新
年
の
行
事
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

日
本
人
、
と
り
わ
け
茶
人
は
偏
屈
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
た
い
へ
ん
な
事
や
時
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
そ
れ
を
苦
行
と
捉
え
ず
に
趣
と
し
て
捉
え
て
楽
し
ん
で
し
ま
う
前
向
き
な
知
恵
を

持

っ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
雪
の
茶
事
を
楽
し
も
う
と
い
う
嗜
好
は
あ
り
、
特
に
当
地
で
は
そ

の
た
い
へ
ん
さ
に
も
関
わ
ら
ず
さ
ら
り
と
お
も
て
な
す
気
概
を
持

っ
て
お
席
を
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
開
催
さ
れ
た
雪
の
茶
会
は
「路
地
の
雪
景
色
名
雪
の
静
け
さ
名
お
釜
か
ら
の

湯
気
の
立
ち
様
」
な
ど
常
時
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
貴
重
な
感
覚
を
保
験
し
ま
す
。
お
茶
事
は

自
然
を
楽
し
み
集

っ
た
人
々
と
の
ひ
と
時
を
楽
し
む
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
今
年
の
初
釜
は

皆
様
の
ご
協
力
で

一
層
の
趣
の
あ
る

一
日
と
な
り
素
敵
な
時
間
を
過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

役
員
の
紹
介

今
年
度
か
ら
三
年
間
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

支
部
長

副
支
部
長

支
部
名
誉
顧
間

支
部
顧
間

支
部
参
与

支
部
特
別
参
与

事
務
長

会
計
責
任
者

支
部
学
校
茶
道

中
村
太
郎

山
本
洋
志
、
谷
口
英
樹
、
田
井
徳
太
郎

森
　
喜
制
、
山
野
之
義
、
村
山
　
卓

中
山
春
比
古
、
小
中
寿

一
郎

布
施
美
枝
子
、
松
本
　
郁
代

三
室
恵
美
子
、
矢
吹
　
佳
子

吉
倉
　
幹

出
村
洋
子

石
黒
太
劇
、
小
島
紀
子

村
井
裕
美

支
部
幹
事

稲
垣
　
操
、
岩
田
稚
子
、
上
田
ゆ
か
り
、
齋
藤
直
子
、

瀬
尾
康
夫
、
谷
口
桂
子
、
田
町
エ
リ
、
土
日
奈
於
、

土
屋
兵
衛
、
鶴
山
美
咲
、
速
田
篤
志
、
中
村
香
織
、

牧
本
智
恵
美
、
矢
野
涼
子
、
山
口
宏
美
、
曲
回
雅
子

支
部
幹
事
補
佐

安
達
吏
和
、
池
内
春
乃
、
大
矢
智
子
、
長
部
展
子
、

尾
山
容
子
、
川
口
和
枝
、
北
井
明
子
、
小
泉
輝
子
、

小
坂
千
香
子
、
日
畠
夏
江
、
中
西
富
子
、
西
出
由
美
子
、

庭
田
希
代
美
、
原
田
優
美
子
、
藤
田
陽
子
、

前
山
久
美
子
、
松
本
夕
佳
利
、
宮
崎
祥
子
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教
授
者
講
習
会

齢
和
訛
障
稗
椰
翻
呻（さ

岡
崎
英
雄
宗
匠
に
よ
る
教
本

『風
炉
』
の
ご
講
義
と
、

実
技
種
目

「炭
点
前
、
続
薄
茶
」
の
ご
指
導
を
頂
き
、
石

川
県
か
ら
二
十
六
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

資
格
者
請
習
会

令
和
七
年
五
月
十
日
（土
）

於
　
金
沢
美
術
倶
楽
部

郡

知
久
宗
匠
忽

し指
導
の
も

と
、
実

技

課

日

「初

炭
」
「茶

カ
ブ
キ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受

講
者
数
は
百
四
十
七
名
、
受
講

地
変
更
者
は
二
名
で
し
た
。

一般
講
習
会
　
肺和鈍瀞純
採
揃
粕
）

郡

知
久
宗
匠
に
よ
る

『慢
斎
』
に
関
す
る
ご
講
義
と
、

実
技
課
目

「花
所
望
」
「長
緒
」
「薄
茶
」
の
ご
指
導
を
頂
き
、

受
講
者
数
は
百
五
十
五
名
で
し
た
。
呈
茶
席
も
設
け
ら
れ
、

講

習

前

に

清

々
し
い

一

服
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

月
印
茶
会

令
和
七
年
七
月
十
三
日

（日
）
金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館

旧
中
村
邸
に
於
い
て
月
印
茶
会
を
行
い
ま
し
た
。
濃
茶
席
を

石
黒
太
朗
幹
事
、
薄
茶
席
を
中
村
香
織
幹
事
が
担
当
さ
れ
、

一
九
九
名
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

会
　
記

濃
恭
席

寄

村

掛
物
　
　
文
見
筆
茄
子
　
賛
宗
中
　
横
物
　
山
代
永
井
家
伝
来

山
城
の
　
＞」
ま
の
あ
た
り
の
八
つ
く
り

う
り
き
れ
た
り
や
　
な
す
び
ば
か
り
に

香
合
　
　
而
妙
斎
好
ツ
ボ
ツ
ボ
自
筆
九

五
十
ノ
内
　
　
　
　
　
利
斎
作

炭
斗
　
　
唐
物
写
底
四
方

羽
需
　
　
玄
鶴
　
右

釜
銀
　
　
鉄
石
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
元
作

火
箸
　
　
蟹
頭
金
銀
象
嵌
　
　
　
　
十
二
代
寒
雉
作

釜
敷
　
　
籐
組
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
中
斎
箱
書
付

赤
毛
藍
敷
キ
テ
箱
書
付
並
べ

本

痛

掛
物
　
　
芳
春
院
筆
　
翡
翠
茄
子
の
消
息

ひ
す
い
の
こ
と
　
心
へ
申
候
か
す
へ
か

や
き
申
候
ま
々
申
　
一玄
々

花
入
　
　
古
銅
観
耳

花
　
　
　
木
桂
、
縞
章

書
院
　
　
梅
鉢
蒔
絵
九
小
硯
箱

料
紙
ニ
ノ
セ
テ
　
　
　
　
　
吉
兵
衛
作

釜
　
　
　
天
明
松
竹
地
紋

風
炉
　
　
唐
銅
六
角
　
　
　
　
　
　
　
　
古
浄
味
作

荒
目
板
シ
キ
テ
　
　
　
　
　
　
春
斎
作

金
泥
踊
桐
腰
風
炉
先
屏
風而
妙
斎
在
判
　
　
　
吉
兵
衛
作
　
同
箱
書
付

水
指
　
　
架
焼
　
宗
旦
好
み
た
ら
し
写
　
　
　
怪
入
作

咋
啄
斎
好
金
立
浪
蒔
絵
割
蓋
添
ウ

一ボ
哲
作

即
中
斎
在
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
箱
書
付

茶
入
　
　
瀬
戸
米
市
手
　
銘

玉
柏
　
　
　
　
　
　
南
三
井
家
伝
来

仕
服
　
　
亡
羊
緞
子

茶
碗
　
　
咋
啄
斎
手
造
黒
　
銘

飛
石
　
　
　
　
　
　
　
同
箱
書
付

替
　
　
黒
織
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
康
平
作

出
服
紗

　

猶
有
斎
自
筆
清
流
　
染
フ
ク
サ
　
友
湖
作

茶
杓
　
　
随
流
斎
作
　
共
筒
　
銘

那
智

　

方
合
斎
・不
識
斎
箱
書
付

建
水
　
　
オ
ラ
ン
ダ
写
　
　
　
　
　
　
　
　
雄

一
作

蓋
置
　
　
古
銅
糸
巻

菓
子
器

　

水ヽ
楽
焼
浅
黄
交
趾
花
丸
木
瓜
食
篭

即
中
斎
在
判
　
　
　
　
　
即
全
造
　
同
箱
書
付

菓
子
　
　
焼
き
茄
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
白
は
し
製

御
茶
　
　
猶
有
斎
好
　
知
音
の
昔
　
　
　
　
緑
翠
園
詰

以
上

薄
恭
席

木

席

於
　
旧
中
村
邸
三
階

主
　
中
村
　
香
織

掛
物
　
　
即
中
斎
筆

一
行
　
　
　
銀
河
　
　
　
　
　
　
　
同
箱
書
付

花
入
　
　
有
馬
製
　
ヒ
ナ
鶴
篭
　
　
　
　
　
　
　
　
即
中
斎
箱
書
付

花
　
　
　
花
落
荷

香
合
　
　
柳
橋
蒔
絵
　
　
　
　
　
　
　
　
翠
廣
作

ヨ響
牛
斎
箱
書
付

而
妙
斎
好
　
翠
松
紹
巴
シ
キ
テ

唐
銅
朝
鮮
風
炉
　
真
形
釜
添
　
　
　
　
　
春
斎
作

了
々
斎
好
網
代
風
炉
先
屏
風
　
　
　
　
　
重
春
作

棚
　
　
　
而
妙
斎
好
煤
竹
張
扇
面
棚
　
　
表
完
作

水
指
　
　
オ
ラ
ン
ダ
染
付
　
　
　
　
　
　

永ヽ
寿
作

茶
器
　
　
内
銀
　
士声
蒔
絵
　
即
中
斎
在
判

近
左
作

　

　

同
箱
書
付

茶
碗
　
　
大
樋
焼
　
黒
平

銘

漁
火
　
　
　
八
代
長
左
衛
門
作

即
中
斎
箱
書
付

替
　
　
紅
安
南
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
全
造

即
中
斎
箱
書
付

替
　
　
信
楽
焼
　
亀

鶴
亀
　
一
双
入
の
内
　
　
貞
光
作

茶
杓
　
　
即
中
斎
作
　
銘

瀧
　
　
　
　
　
正
玄
作

　

　

同
箱
書
付

建
水

　
　
エ
フ
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
益
作

蓋
置
　
　
南
錬
　
ツ
ボ
／
ヽヽ
透
シ
　
　
浄
益
作

千
菓
子
器

根
来
塗
　
輪
花
盆
　
　
　
　
　
象
彦
作

而
妙
斎
箱
書
付

干
菓
子
　

夏
氷
　
土目
楓
　
　
　
　
　
　
工
口
は
し
製

御
茶
　
　
猶
有
斎
好
　
琴
線
の
白
　
　
緑
翠
園
詰

更
盆
　
　
即
中
斎
好
　
鱗
鶴
透
シ
　
　
　
表
完
作

火
入
　
　
香
炉
釉
　
一二
ツ
足
　
　
　
　
旦
入
作

吏
入
　
　
独
楽
塗
　
　
　
　
　
　
五
代
近
左
作

煙
管
　
　
而
妙
斎
好
　
筋
　
　
　
　
　
浄
益
作

以
上

胎
　
旧
中
村
邸

一
階

主
　
石
黒
　
太
朗

濃茶席

違

隔

四

F―

至し Ⅲ「
~、
.

席

マイ

薄茶席
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鍵
寿
表
彩
考
窯
」紹
介

餃
弥
踏

左
記
の
十

一
名
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
甚
寿

の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

山
本
洋
志
（特
別
受
賞
者
）

高
瀬
和
子

・
小
林
京
子

・
朝
野
和
美

。
前
川
繁
代

松
井
礼
子

・
山
内
さ
つ
き

。
扇
美
千
代

・
竹
山
啓
子

筆
安
孝
子

・
長
谷
節
子

支
部
の
行
事
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
支
部
総
会
に
て
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

小
島
紀
子

石
川
県
青
年
部

支
部
功
労
考
表
彰
受
賞
考
念
」紹
介
　
鞘
峰

争
｝む

ヤ了
‐′

凸  4学   「分   ′11 卜●

ご
出
席
の
支
部
功
労
者

ご
出
席
の
蔦
寿
表
彰
者

～
受
賞
者

の
普
さ
ま

お
め
で
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
～

茶
の
湯
文
化
に
ふ
れ
る
体
験
学
習

令
和
七
年
六
月
二
十
二
日
（日
）
、
旧
国
邸
に
て
「
は
じ
め
て
の
茶
の
湯
体

験
」
を
行
い
ま
し
た
。
お
茶
の
実
技
を
見
て
い
た
だ
い
た
後
、主同
年
部
員
が
先
生

役
と
な
り
、参
加
者
に
お
茶
を
点
て
る
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
、
ク
イ
ズ
も
楽

し
み
ま
し
た
。

青
年
部
　
後
藤
　
将
人

お
子
さ
ん
や
初
心
者
の
方
に
教
え
る
と
ｒ
２
立

場
に
な
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
も
改
め
て
お
茶
の

基
本
動
作
を
復
習
す
る
き
っ
か
け
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

お
子
さ
ん
の
み
な
ら
ず
、
大
人
の
方
も
、
興

味
津
々
に
体
験
を
し
て
く
だ
さ
つ
て
、
お
茶
の
良

さ
は
十
分
に
伝
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
会
場
も
園

邸
と
で
つ
本
格
的
な
和
室

・
茶
室
だ
っ
た
の
で
、

日
本
の
茶
道
文
化
を
し
っ
か
り
と
、
か
つ
ハ
ー
ド
ル

低
く
体
験
で
き
る
、
良
い
会
に
な
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

青
年
部
　
下
田
　
啓
介

お
茶
を
始
め
Ｋ
二
年
目
、
今
回
、
初
め
て
同

門
会
の
行
事
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
初
心
の
私
が
初
め
て
お
茶
を

経
験
さ
れ
る
方
々
に
お
も
て
な
し
な
ど
恐
れ
多
い

事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
裏
方
で
あ
わ
あ
わ
し
て

い
る
と
き
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
ど
ん
な
に
慌
た

だ
し
く
て
も
水
を
打
つ
事
と
お
香
を
焚
く
こ
と
を

疎
か
に
し
な
い
よ
う
、
出
村
先
生
が
拘
ら
れ
て
い

る
様
子
で
し
た
。

自
分
が
初
め
て
親
先
生
の
所
へ
稽
古
に
行
っ
た
日
の
事
を
思
い
出
し
て
み
る
と
、

緊
張
の
中
、
手
順
の
事
で
い
っ
ぱ
い
い
つ
ぱ
い
に
な
っ
た
印
象
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
な
が
ら
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
稽
古
に
伺
え
ば
い
つ
で
も
玄
関
先
に
は
水
が

打
た
れ
、
炭
に
は
香
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
き
っ
と
あ
の
日
も
そ
う
だ
っ
た
の
で

し
よ
つゝ
。

コ
度
あ
っ
た
事
は
忘
れ
な
い
も
の
さ
、
思
い
出
せ
な
い
だ
け
で
」
と

『千
と
千

尋
の
神
隠
し
』
の
中
で
銭
婆
は
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
、
毎
週
の
稽
古
を
続
け

る
自
分
の
中
に
も
あ
の
日
の
経
験
は
残
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

今
回
の
体
験
学
習
に
参
加
さ
れ
た
方
々
が
、
今
後
お
茶
を
始
め
て
も
そ
う
で

な
く
て
も
、
本
日
の
先
生
方
の
お
心
遣
い
が
在
り
続
け
る
の
だ
ろ
う
な
と
、
ふ
と

思
い
ま
し
た
。

百
万
石
こ
ど
も
茶
会
で

小
中
学
生
が
大
活
躍
！

亭
主

。
お
点
前

・
お
運
び
を
し
っ
か
り
と
つ
と
め
ま
し
た
。

百
万
石
こ
ど
も
茶
会

令
和
七
年
七
月
二
十
七
日

（日
）
金
沢
市
立
中
村
記
念
美

術
館
耕
雲
庵
に
於
い
て
開
催

致
し
ま
し
た
。

八
十
七
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

百
万
石
こ
ど
も

茶
会

ｉｎ
七
尾

令
和
人
年
三
月
二
十
二
日

（日
）
矢
田
郷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
開

催
致
し
ま
し
た
。

八
十
八
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

学
生
茶
会

令
和
八
年

三
月

二
十

日

（金
・祝
）金
沢
市
立
中
村
記
念

美
術
館
耕
雲
庵
に
胎
い
て
学

生
茶
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

大
名
の
学
生
達
が
百
名
の

お
客
様
を
お
迎
え
し
て
、
お

稽
古
で
学
ん
だ
成
果
を
披
露

致
し
ま
し
た
。

貯

瓜
k,
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支
都
初
釜

令
和
八
年

一
月
二
十
五
日

（日
）
料
亭
金
城
模
に
て
、
濃

茶
席
を
遠
田
篤
志
幹
事
、
薄
茶
席
を
出
村
洋
子
事
務
長
が
担

当
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
最
長
寒
波
の
影
響
で
大
雪
で
し
た

が
、　
一
人
人
名
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
　
記

紹
鴎
棚
　
　
　
怪
斎
在
判

　

利
斎
作

毛
織
写
　
梅
形
　
七
ツ
ノ
内

浄
益
作

塗
蓋
添
ウ
　
　
怪
斎
在
判

宗
哲
作

黒
小
棗
　
　
　
　
覚
々
斎
在
判

時
代

吸
江
斎
好
嶋
台
　
　
　
　
　
旦
入
作

了
々
斎
自
作
　
銘

黒
儒

エ
フ
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
浄
益
作

染
付
輪
　
　
　
　
　
　
　
保
全
造

交
趾
額
梅
　
　
　
　
　
　
　
即
全
造

常
盤
餞
頭

猶
有
斎
好
橋
立
の
昔

釜
　
　
　
　
狗
釜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寒
雉
作

炉
縁
　
　
　
松
唐
草
蒔
絵
　
　
　
　
　
孝
雄
作

捻
梅
透
シ
風
炉
先
屏
風
　
　
　
　
　
　
　
伊
斎
作

棚
　
　
　
　
一員
麗
卓
　
　
即
中
斎
在
判

　

近
充
作
　
　
　
同
箱
書
付

水
指
　
　
　
布
目
金
欄
手
松
皮
菱
水
指

　

即
全
造
　
即
中
斎
箱
書
付

茶
器
　
　
　
雲
錦
平
棗
　
即
中
斎
在
判

　

初
代
松
逸
作
　
同
箱
書
付

茶
碗
　
　
　
里
【　
冨
士
ノ
絵
数
印
　
銘
　
羽
衣

九
代
長
左
衛
門
作
　
而
妙
斎
箱
書
付

替
　
　
　
柳
二
鶯
　
　
　
　
　
　
　
　
即
全
造

茶
杓
　
　
　
捏
斎
作
　
　
銘

ひ
な
鶴
　
　
共
筒
箱
　
　
　
同
箱
書
付

建
水
　
　
　
銀
溜
　
結
び
紐
　
　
　
　
雅
峯
作

蓋
置
　
　
　
大
樋
三
鈴
　
　
　
　
　
陶
冶
斎
作

干
菓
子
器
　
唐
物
真
鍮
測
　
箔
絵
盆

千
菓
子
　
　
＞」
ば
れ
梅
　
手
綱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
国
は
し
製

御
茶
　
　
　
猶
有
斎
好
琴
線
の
自
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
翠
園
詰

吏
盆
　
　
　
行
李
蓋

火
入
　
　
　
南
京
赤
絵

更
入
　
　
　
蒔
絵
唐
人
笠
　
　
初
代
松
逸
作

煙
管
　
　
　
怪
斎
好
亀
甲
記
志
勢
留

浄
益
作

吐
月
峯
　
　
土目
竹
四
寸
五
分

以
上

濃
恭
席

寄

村

本

痛

掛
物下
ニ

掛
物
　
　
　
佐
々
木
泉
玄
筆
　
松
ノ
絵
　
除
々
斎
賛
　
蒼
皮
云
々

怪
斎
箱
書
付

前
二
焚
斗
丸
三
宝
ニ
ノ
セ
テ
即
中
斎
在
判

　

利
斎
作
　
　
　
同
箱
書
付

叉
斗
押
工
　
金
溜
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
入
作

　

怪
斎
箱
書
付

香
合
　
　
　
古
染
付
　
冠

炭
半
　
　
　
サ
ザ
エ
籠
　
　
怪
斎
在
判
　
一
閑
作
　
　
　
同
箱
書
付

羽
需
　
　
　
犬
鷲
　
一
双
の
内
　
左
　
　
一
閑
作

火
箸
　
　
　
利
休
好
　
　
　
　
　
　
　
浄
益
作

銀
　
　
　
　
即
中
斎
好
南
蛮
鉄
捻
銀

　

浄
益
作
　
即
中
斎
箱
書
付

灰
器
　
　
　
土日
筋
金
入
　
　
　
　
　
　
怪
入
作

灰
匙
　
　
　
少
庵
形
南
錬
　
　
　
　
　
浄
益
作

釜
敷
　
　
　
即
中
斎
好
紫
糸
組
二
十
ノ
内
友
湖
作

花
入花

　
　
　
　
結
ビ
柳
　
梅
　
紅
白
椿

釜
　
　
　
　
福
庵
釜
　
一二
十
ノ
内
　
　
　
浄
寿
作
　
吸
江
斎
箱
書
付

炉
縁
　
　
　
松
葉
絵
黒
刷
毛
目
　
一
一十
ノ
内

怪
斎
在
判

　

と，ボ
哲
作
　
　
　
同
箱
書
付

金
地
風
炉
先
屏
風
　
溜
塗
縁
好
ミ
　
怪
斎
在
判
　
五
ツ
ノ
内

吉
兵
衛
作
　
　
　
同
箱
書
付

二
庵

鳳
凰
の
問

田
　
篤
志

咋
啄
斎

一
行
　
比
来
天
地
云
々
　
　
　
猶
有
斎
箱
書
付

南
紀
古
屋
石
　
淡
路
島
　
桂
盆
ニ
ノ
セ
テ

即
中
斎
在
判
　
　
同
箱
書
付

青
竹
　
大
徳
寺
お
祖
堂
ノ
竹
ヲ
以
テ

宗
偉
作

主 於

遠 不

水 棚
1旨

茶
器仕
覆

茶
碗
茶
杓建
水
蓋
置

某
子
器

某
子
御
茶薄

恭
痛

木

痛

掛
物
一化
入一化違

棚

ニ

書
院

ニ

即
中
斎
筆
横
物

青
磁
銃
耳
蛤
端
シ
キ
テ

牡
丹
千
支
置
物

真
塗
硯
箱

料
紙
シ
キ
テ

同
箱
書
付

同
箱
書
付

了
々
斎
箱
書
付

同
箱
書
付

吉
は
し
製

上
林
　
詰
以
上

於
　
不
二
庵

末
広
の
間

工ヽ
　
出
村
　
洋
子

一　
表
具
好

初
代
蘇
山
作

同
箱
書
付

二
代
八
十
吉
作

春
斎
作
　
　
怪
斎
箱
書
付

吉
兵
衛
作

濃茶席

薄茶席
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令
和
七
年
十
一月
三
十
日
（日
）
、
金
沢
商
正
会
議
所
に
お

い
て
、
千
家
十
職

塗
師

十
三
代
中
村
宗
哲
氏
に
「茶
の
湯

の
塗
物
づ
く
り
」と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

茶
の
湯
文
化
に
ふ
れ
る
市
民
講
座
に
参
加
し
て

幹
事
補
佐

安
達
　
吏
和

令
和
七
年
十

一
月
三
十
日
（日
）
、
金
沢
商
工
会
議
所
に
て
、
茶
の

湯
文
化
に
ふ
れ
る
市
民
講
座
と
し
て
、
千
家
十
職

塗
師

十
三
代
中

村
宗
哲
氏
を
お
迎
え
し
講
演
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
門
会
会
員
以

外
の
申
し
込
み
も
含
め

一
三
〇
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
聴
衆

の
期
待
の
高
さ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
職
家
と
し
て
の
中
村
家
の
歴
史
や
、
現
在
の
仕
事
の

一
端
を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

豊
富
な
写
真
資
料
を
ご
提
示
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
な
か
な
か

見
る
機
会
が
な
い
作
業

風
景
の
お
話
が
と
て
も

分
か
り
や
す
く
楽
し
く

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「

利
休
型
」
の
薄
茶
器

に
は
各
種
各
部
分
の
寸

法
が
そ
れ
ぞ
れ
厳
格
に

決
ま

っ
て
い
る
こ
と
、

型
板
を
当
て
な
が
ら
忠

実
に
再
現
し
て
い
る
こ

と
な
ど
、
技
術
面
で
の

お
話

は
大
変

興
味
深

か

っ
た
で
す
。

ま
た
製
作
道
具
の
お

話
も
あ
り
ま
し
た
。
漆

は
粘
り
の
あ
る
塗
料
な
の
で
筆
の
毛
に
は
腰
の
あ
る
も
の
が
好
ま
し

く
、
以
前
は
「ネ
ズ
ミ
の
脇
の
毛
」
が
そ
れ
に
適
し
て
い
た
が
今
は
手

に
入
ら
な
く
な
り
、
「猫
の
毛
」
に
変
わ

っ
た
、
と

い
っ
た
下
り
は
、

専
門
職
の
方
か
ら
し
か
聞
け
な
い
印
象
深
い
お
話
で
し
た
。

毎
月

一
日
に
は
千
家
十
職

の
皆
様
が
お
家
元
に
集
ま
り

「他
愛
な
い
お
話
」
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
職
家
と

し
て
の
出
仕
と
な
る
と
お
仕

事
の
話
題
だ
け
か
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
「他
愛
な

い
お

話
」
が
重
要
で
、
お
家
元
の

お
人
柄
や
お
好
み
を
知
る
、

ま
た
他
の
職
家
さ
ん
か
ら
も

多
く
の
学
び
を
得
ら
れ
る
と

お
話
さ
れ
ま
し
た
。
「他
愛

な

い
こ
と
」
は
無
駄
で
は
な

く
、
後
々
意
味
の
あ
る
こ
と

に
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
な
と

共
感
し
な
が
ら
お
聴
き
し
ま

し
た
。

こ
う
し
た
お
話
か
ら
、
長

く
継
承
さ
れ
て
き
た
技
術
や

常
々
磨
き
上
げ
て
い
る
感
性

で
お
家
元
の
「
お
好
み
」
を
実

現
す
る
と
い
う
職
家
と
し
て

の
粋
を
見
ま
し
た
。
伝
統
と

革
新
と
を
重
ね
つ
つ
、
現
代

を
次
代
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
新
た
に
伝
統
を
作

っ
て

い
く
の
だ
と
感
動
い
た
し
ま

し
た
。
哲
公
房
の
活
動
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
現
代
の
生
活
に

合
わ
せ
た
漆
器
の
素
敵
な
取
り
合
わ
せ
な
ど
も
拝
見
し
ま
し
た
。
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
茶
道
か
ら
広
が
る
世
界
を
感
じ
ら
れ
る
楽

し
い
学
び
の
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

ヽ
，
　
【れ
一ホテ′．導型ェ
卒

サ
韓
聾

|

ⅢⅢ4111itatを

青年部からのお矢□らせ
青年吝略 事 研 修 会

宮崎先生の工房の見学を予定いたしております。

日時 :令和 8年 6月 13日 (土 )

場所 :宮崎寒雉庵 (金沢市彦三町 現地集合 )
会費 :3,000円 (薄茶付 き)

申込方法 :支部携帯 (070-2902‐ 2326)

もしくは

eメ ール(ishikawa_domonkai@omotesenke.jp)

申込開始 :令和8年 5月 1日

定員 :40名 (先着順)

同門会員の皆様どなたでも、ご参加いただけます。

お社中様お誘い合わせの_上、ぜひご参加くださいませ。

ギ
t亀
鶴

慧
・ヨ彗

よ:チ覇留【駕震岳.ぃ
“
/_たぬ 打と
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社
中
だ
よ
り

留
学
生
と
の
交
流
初
釜☆
吉
見
宗
邦
社
中

山
口
宏
美

令
和
七
年
二
月
十

一
日

（火
）
、

辰
口
温
泉
ま

つ
さ
き
内
の
茶
室
に

て
、
病
院
茶
道
ク
ラ
ブ
と
中
国
か

ら
留
学
し
た
北
陸
先
端
科
学
技
術

大
学
院
生
と
の
交
流
初
釜
を
行

い

ま
し
た
。
美
味
し
い
食
事
の
後
に

濃
茶
と
薄
茶
を
い
た
だ
き
話
も
は

ず
み
、
気
持
ち
も
新
た
に
こ
の

一

年
精
進
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

卒
園
児
に
よ
る

「お
招
き
茶
会
」

★
江
尻
宗
祐
社
中

山
口
雅
子

令
和
七
年
二
月
十
四
日

（金
）
、
加
賀
市
立
作
見
保
育
園
の
年
長
児

人
名
が
心
を
込
め
て
保
護
者
の
皆
様
を
お
も
て
な
し
致
し
ま
し
た
。

一
生
懸
命
に
お
茶
を
点
て
る
可
愛
い
い
園
児
の
姿
に
、
保
護
者
の
皆

様
や
保
育
園
の
先
生
方
も
大
変
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
為
に
季
節
を
変
え
て
四
回
の
お
稽
古
を
重
ね
て
参
り
ま

し
た
。
Ｋ
ち
ゃ
ん
が
花
入
の
椿
を
見
て
「今
日
の
お
花
は
？
」
と
尋
ね

て
く
れ
ま
し
た
。
Ｎ
君
は
、
い
つ
も
お
抹
茶
を
点
て
な
が
ら

「良
い

香
り
が
す
る
！
」
と
嬉
し
そ
う
で
す
。
き
ら
き
ら
と
目
を
輝
か
せ
る

園
児

の
皆
さ
ん
の
豊
か
な
感
性
に

触
れ
、
毎
回
保
育
園
に
伺
う

の
が

楽
し
み
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
宝
物

の
よ
う
な
時
間
を
ご

一
緒
出
来
ま

し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

表
千
家
不
審
巷
よ
り

「
習
い
の
は

じ
め
」
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

金
沢
２‐
世
紀
工
芸
祭

下
近
江
町
・十
問
町
茶
会

☆
祥
和
会

石
黒
太
朗

令
和
八
年
三
月

一
日
（日
×
平
寿
さ
ん
、

谷
庄
さ
ん
、
弊
店
と
美
術
商
３
店
舗
を
廻

り
ま
す
企
画
茶
会

今
年
は
濃
茶
を
担
当
い
た
し
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
流
儀
を
超
え
て
お
客
様
が
集

ま
り
ま
し
た
。
来
年
も
参
加
し
た
い
と
嬉

し
い
声
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
茶
事
に
近

い
茶
会
は
、
茶
道
を
広
め
る

一
石
に
な
れ
ば
と

思

っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
九
年
度
亮
寿
表
彰
の
対
象
と
申
請
方
法
に
つ
い
て

〈対
象
と
な
る
方
〉

。
昭
和
三
十
六
年
の
お
生
ま
れ
の
方
で
、
同
門
会
に
三
十
年
以
上
継
続

し
て
在
籍
の
方

・
昭
和
三
十
五
年
以
前
の
お
生
ま
れ
の
方
で
、
同
門
会
に
二
十
年
以
上

継
続
し
て
在
籍
の
方

・
該
当
の
方
は
本
人
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い

同
門
会
本
部
よ
り
案
内
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、必
ず
会
員
自
身
で
お
手
続
き

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
細
は
同
門
誌
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（申
請
方
法
〉

ハ
ガ
キ
に
所
属
支
部
、
会
員
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
の
う
え

「甚
寿
表
彰
申
請
書
希
望
」
と
し
、申
請
用
紙
を
本
部
宛
に
、ヂ
」請
求
く
だ
さ
い
。

請
求
先〒
６０２
‐００７２
京
都
市
上
京
区
寺
之
内
通
堀
川
東
百
々
町
５
３
６
番
地

表
千
家
同
門
会
本
部
事
務
局
「毎
寿
表
彰
」
係

・
講
習
会
の
受
講
地
変
更
は
教
授
者
及
び
資
格
者
講
習
会
は
不
審
奄
事
務
局

へ
、
一般
講
習
会
は
当
該
支
部
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
同
門
誌
令
和
八
年
二
月

号
に
て
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

資
格
制
度
と
講
習
会
体
系
が
再
編
さ
れ
ま
す

詳
細
は
同
門
誌
令
和
七
年
十
月
号
及
び
令
和
八
年
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
員
証
の
有
効
期
限
を
五
年
と
い
た
し
ま
す
。退
会
時
は
会
員
証
の
返
納
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈覇
λ
哲
岳
今
後
の
行
事
予
定

３

月

２‐

日（日
・祝
）

３
月
７
日

（日
）

（令
和
９
年
）

１
月
３‐
日
（日
）

‐２
月
１９
日

（土
）

１１
月
１５
日

（日
）

１１
月
１４
日

（土
）

８
月
２３
日

（日
）

８
月
２
日

（日
）

７
月
２６
日

（日
）

７
月
５
日

（日
）

４
月
１７
日

（金
）

開
催
日

学
生
茶
会

百
万
石
こ
ど
も
茶
会
ｉｎ
七
尾

支
部
初
釜

茶
の
湯
文
化
に
ふ
れ
る

市
民
講
座

（講
師
一
築
　
吉
左
衛
門
氏
）

支
部
総
会

。
一
般
講
習
会

⌒講
師
一翻
笹
櫂
雛
一

資
格
者
講
習
会

一講師
一紳笹　浩鱒
鱗節｝

隆
著
会
　
月
釜
（同
門
会
担
当
）

百
万
石
こ
ど
も
茶
会

月
印
茶
会

茶
の
湯
文
化
に
ふ
れ
る

体
験
学
習

教
授
者
講
習
会

一講叩
鰤
義
肺
第
一

行

事

名

金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館

耕
雲
庵

矢
口
郷
地
区

コ
ヽヽ
ユヽ
一テ
ィ
セ
ン
タ
ー

金
城
棲
濃
茶
席

一
布
施
美
枝
子
参
与

薄
茶
席

一
谷
口
桂
子
幹
事

金
沢
商
工
会
議
所

金
沢
美
術
倶
楽
部

実
技
課
目

¨

「且
座
≒
薄
茶
」

金
沢
美
術
倶
楽
部

実
技
課
目
¨

「初
炭
≒
台
飾
」
「廻
花
」

月
心
寺

金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館

耕
雲
庵

金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館

旧
中
対
邸

薄
茶
席

一
同
門
会
石
川
県
支
部

立
礼
席

一
同
門
会
石
川
県
青
年
部

金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館

耕
雲
庵

金
沢
美
術
倶
楽
部

実
技
課
目
¨

「炭
所
望
、濃
茶
、薄
茶
」

〈Ａ

場

等

卜

風

一〓
口
圭
平

表
千
家
同
門
会
名
誉
会
員

前
石
川
県
支
部
長

山
森

　
賞

氏

令
和
七
年
十
二
月
四
日
御
逝
去
　
一旱
年
九
十
二
歳

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

本

部

か
ら

の
お
知

ら

せ

編集後記

猛
暑
や
寒
波
な
ど
自
然
の
厳
し
さ
を
感
じ
る
一年
で
は
ご
ざ

い
ま
し
た
。
変
化
の
多
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
和
敬
清
寂
の

心
を
大
切
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
新
年
度
が
皆

様
に
と
り
ま
し
て
実
り
多
き
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

（担
当
　
出
村
、
村
井
、
石
黒
、
田
町
、
牧
本
、
山
口
雅
、
上
田
、斎
藤
、
小
泉
）


